
ワークプロセスにおけるコミュニケーション場のマネジメン トシステム

TeamEnsemble十

林 祥一‡

富士ゼロックス(株)ソ リューション開発センター

近年、日本型プロセス志向の経営モデルが組織マネジメントの新しいフレーム
ワークとして見直されている。我々はこの新しいフレームヮークである「場のマネ
ジメント」に基づくとともに、主体の場へのコミットメント、場の対外的な(他の場
への)コ ミットメントのネットワークをマネジメントの対象とするシステム
TeamEnsembleを 提案する。このシステムは、場に対応するタスクを基本構成素と
し、タスクに対応するタスク・プレースと呼ぶ情報共有のためのコミュニケーショ
ン場を提供するとともに、コミットメントのネットワークをタスクとその関与者、
タスク間の親子関係として管理する機能を持つ。本論文では、TeamEnsemble設計
のパースペクティブ、設計思想と仕様、ユーザインタフェースとどのように使われ
ているかについて述べる。

1。 はじめに
近年のインターネット/イ ントラネットの発達
や、SOHOに代表される分散した業務形態により、
計算機による組織的活動の支援を実現する環境つ

まリグループウェアの研究が重要になつている。
いわゆるワークフローシステム[1]は リエンジニ

アリングの情報ツールとして注目を集めてきた。
しかし野中[2]に よれば、リエンジニアリングは最
短のプロセスを情報技術を最大限に活用して設計
するため、論理的には極めて効率的であるとしな
がらも、市場に適応できてもより主体的な市場創
造ができるかは疑間であるとしている。そして、
表層的な組織図に則っているというより、職務の

幅を柔軟に変化させながら自在なプロセスで仕事
を行っている日本型経営の優位性をも認め、両者
の相互補完的な統合が課題であるとしている。ポ
スト・リエンジニアリングとしてのナレッジ・マ

ネジメントに関心が集まる中で、日本型プロセス

志向の経営モデルは組織マネジメントの新しいフ
レームワークとして見直されているのである。
ところが、リエンジエアリングの情報ツール

(ワ ークフローシステム)が進歩するその一方で、
日本型プロセス志向の情報ツールは存在せず、自
在なプロセスのためのツールとしてはもっばらい

わゆる情報共有システム(電子掲示板や文書リポ
ジトリなど)[1]や電子メールに頼っているのが実
状である。

そこで我々は、日本型プロセス志向の経営をモデ

ル化した「場のマネジメント」[3]に着日し、情報
共有システムの機能をアレンジして取 り込んだ
ワークプロセスにおける場のマネジメントシステ
ムWOrkEnsemble[4][5][6]を 提案してきた。
Teattnsembleは WorkEnsembleの 基本となる部分
にワークプロセスにおけるアクティビテイの俯敵
機能をより強化し、またユーザインタフェースを
改良し、実用システムとして完結させたものであ
る。

すなわち、TeamEnsembleは ポスト0リ エンジニ

アリングとしてのナレッジ・マネジメントに着目
し、バーチャル・チームなどを含むハイパーテキ
スト型組織 [7]において、プロセス志向でコミット
メントと場をマネジメントするとともに、アク
テイビテイの俯敵機能を提供するシステムである。
本論文においては、以下 2節でTettEnsemble設
計のパースペクティプについて述べ、3節で設計思
想と仕様概要について述べる。4節ではユーザイン
タフェースについて簡単に説明し、5節でどのよう
に使われているかを紹介する。

2。 丁eamEnsmblo設計のパースペクテイブ
2。 1情報的相互作用の東と容れ物としての場
伊丹 [8]に よれば、組織は情報的相互作用のプロ

セスの東であると捉えられ、場は東ねるための容
れ物であり、その場は次の基本要素を共有する枠
組みのことである。
● アジェンダ(情報は何に関するものか)
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● 解釈コード(情報はどう解釈すべきか)

● 情報のキヤリア(情報を伝えている媒体)

● 連帯欲求

ここでアジェンダとは、例えば会議の議題などの

ことであり、問題、テーマ、目的、課題などのこ

とである。

もちろん、情報システムはこのような場を直接生

み出せるわけではない。しかしそれでも情報的相

互作用の活性化を支援する情報システムはアジェ

ンダや解釈コードを共有し、明確化する役割を担

うことができると考えられる。つまり伊丹も指摘

するように、場が場の基本要素自体の詳細を自律

的に決めていく部分があるので、それを支援でき

ることが重要であるといえる。

伊丹はまた、場が活性化するためには閉鎖的で

あってはならないが、それでも境界が必要である

とも指摘し、境界を区切るものには、メンバシッ

プ、空間、問題、という三種類があるとしている。

そして場が育って、成立するまでのプロセスは、

次のような四つの「場の成立ステップ」が何回も

サイクルのように繰り返されるプロセスであると

し、以下の四つを場の成立要件として挙げている。

● メンパの選定
● 場の基本要素の設定 (ア ジェンダの決定、な

ど)
● 場の基本要素の共有への働きかけ

● ミクロマクロループのあり方への工夫 (誰が

誰に連絡するようにしておくか、など)

また、このような場の生成に実際に大きな影響を

与えているものがタスク環境の設定であると述べ

ている。

そこで我々は、情報システム TettEnsettle設計

のために以上を次のように整理し直した。

● Teattnsembleの基本構成素を場と対応付 くタ

スクとする。
● 各タスクはタスク名 (一つのアジェンダ)を持

つ 。

● タスク毎に関与者 (メ ンバ)を管理する。(場の
境界は開放的でもある必要があるので関与者

は増えたり減ったり変化できることが必要で

ある。)
● タスク毎にタスク・プレースと呼ぶ Webペー

ジ(空間)を作り、ここを関与者間の情報共有

や連絡のためのコミュニケーション場とする。

つまりTeamEnsembleでは場とタスク、タスク・

プレースは一対一に対応付くことになる。

さて、組織の目的は情報共有そのものなのではな

く、協働であり、そのためには何らかのコミット

メントがなされ、次の行動が始まらなければ意味

がない。そこで次に組織におけるコミットメント

について考察する。

2。 2コ ミットメントのネットワーク

Winogradら [9]は組織はコミットメントのネット

ヮークであると主張し、主に各コミットメントの

会話の状態遷移を構造化することで「行為のため

の会話」を支援するシステム The Coordinatorを

産み出した。

だが、我々は COordinatorが限られた(行為者の

意図が当人にあらかじめあることに依存する)範

囲の「行為のための会話」までしか扱えないこと

をエスノメソドロジー [10]の 視点から指摘 した

[4]。 またC00rdinatorの ように主体間毎のコミッ

トメントの内容がまず明示される必要があるシス

テムでは、例えば「可能性を探る会話」、「明確に

するための会話」 [ll]な どが混在する場を上手 く

扱うことができないことも指摘した。

さて、我々のタスクは基本的にワークフローシス

テムが扱うような定型的なものとは限らず、それ

ゆえまずコミットメントの内容を明確にするため

のインタラクションから始まることが想定される。

むしろコミットメントの内容が決まったときには、

そのタスクはほとんど終わっているといってよい

場合も多いであろう。つまり着目すべきは、この

ようにコミットメントの内容が明確になっておら

ず、「可能性を探る会話」、「明確にするための会

話」などが混在する場でも我々はコミュニケー

ションを続け、仕事を進めているということの方

である。いったいこのようなとき我々は何にコ

ミットしているのか。それはまずその場そのもの

にコミットしているということができる。また、

そのような場の活動が組織行動として認められて

いるということは、その場が外部 (他の場)に対 し

ても何らかのコミットメントを持っているという

ことである。これを図示したのが図 2-1である。
主体はそれぞれ場にコミットし、場を通して主体

間のコミットメントが行われている。また、場と

場はコミットメントのネットワークで接続されて

いる。そこで我々はこの主体と場、場と場のコミッ

トメントのネットヮークをマネジメントの対象と

することとした。

場と場の
コミットメン ト

“
/

≠

骨

と場の
ットメント

図2-1主体と場、場と場のコミットメント

3.丁eamEnsembloの設計思想と仕様概要

3.1ワ ークプロセスと場
Teattnsembleに おいては、組織におけるコミッ

トメントのネットワークの形成がワークプロセス

に対応する、と捉えている。先にも述べたように、

Teattnsembleに おける場はタスク・プレースおよ

びタスクに対応するものである。そこで、場のタ
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スクとしての側面に注目し、場を

タスクと読みかえると、タスク間
の構造形成がワークプロセスであ

る、ということになる。
タスク間には次のような親子関

係が定義できる。例えば 4つのタ
スク T,Stl,St2,St3が 存在し、
この間に次の関係
T←Stl, St2, St3。

つまり、タスク Tを遂行するため
には Stl,St2,St3を サプタスク
として実行する必要がある、ある
いは Stl,St2,St3タ スクが遂行
されれば親タスクが達成できる、という関係があ
るとき、Tと Stl,Tと St2,Tと St3はそれぞれ親
子関係にあるとする。我々は、親タスクを上位タ
スク、子タスクを下位タスクとも呼んでいる。そ

してこのタスクの親子関係によって構築されるタ
スク構造のネットワークをワークプロセスと捉え

ている。

親子関係の構築はトップダウンに開始され、サブ

プロセスヘと下へ成長していくこともあれば、ポ

トムアップに上へと成長していくこともある。ど

ちらに向かって成長するにしろ、組織行動におい

ては何らかの目的を持ったヒエラルキー (ッ リー)
を建築しようとする意志 (欲望)が働 くはずである。

しかし、結果としていつもヒエラルキーとなると

は限らず、セミ・ラテイス[12][13]や リゾーム[14]
といっても良い状態になることも少なくない。そ

れは方針の転換や目的の修正などが行われるから

である。それゆえTeamEnsembleに おいては一つの

タスクは複数の親を持つことができるようにして

おり、タスクの構造 (ワ ークプロセス)は ヒエラル

キーになるとは限らない。
ところで、このタスクの構造を俯敵するビューは

組織の中で働 く者にとって重要である。そしてや

はリネットワークとして表示するのではなく、ヒ
エラルキーで表示することが重要である。それは

例えば、自らが関与しているタスクが大きなワー

クプロセスの中でどのように位置付けられ、対外

的にどのタスクにコミットしているのかという事

を一日で理解可能となるからである。これはマ

ネージャの発言の意図などを知る上で有効な文脈

情報となる。先にも述べたようにTeattnsembleで

はプロセスはヒエラルキーになるとは限らないの

で、複数の親があるときには親毎に表示の層を切

り替えて、アスペクト(例 えば目的)毎には基本的

にヒエラルキーで表示することにする。

なお、プロセスの構造は組織のヒエラルキーとは

何の関係も無い。一つのタスクの関与者は組織横

断的に選ばれても良く、その意味でもプロセスの

構造はリゾームである。組織のヒエラルキーと場

の構造の関係を簡単に図示すると図 3-1の ように

なる。

場 Eコ組織

図3-1組織の構造と場 (タ スク・プレース)の構造図

3.2主体の場へのコミットメント
主体はタスクの関与者として設定されることで、
この場 にコ ミッ トした ことになる。そ して

TeamEnsembleで は関与者を遂行者、報告先、写し

先の三つに区別する。誰か (遂行者)に仕事を依頼

し、報告を待つ立場ならその関与者は報告先とし、

仕事を実際に遂行し、誰か (報告先)に報告しよう
としているのであれば遂行者とする。写し先は電

子メールのカーボンコピーと同様で多義的に用い

られる。写し先は例えば一応そのタスクの存在や

状態を知っておいて欲 しい人などである。遂行者、

報告先、写し先の区別は厳密にする必要はなく、

例えばある関与者を報告先と遂行者の両方に指定

することも制限なく行える。ただし、基本的に報

告先に指定された人はこのタスクに関する限りの

マネージャと想定され、システム上も他の関与者

に比べていくつかの特別な操作を行える権限が与

えられる。
ところで、伊丹は場の生成のあり方に、他律的あ

るいは設計的な生まれ方と自律的あるいは創発的

な生まれ方と、二つあると指摘 している。創発的

な場の生成のために、TettEnsembleに おいては組

織上の役職などに関係なく、システム管理者に依

頼することもなく、主体は誰でもが簡単に新しい

タスクを起動し、タスク・プレースを作成するこ

とができるようにしている。また、タスクの起動
は遂行者、報告先の何れからでも行える。要求か

ら始まる必要はない。

3。 3主体の視点
図 3-2は場と主体の関係を表した図である。それ

ぞれの場にはコミットしている複数の関与者がい

るが、逆に主体は複数の場の結び目になっている。

ここで、主体に視点を移すと、それぞれの主体は

やはり複数の場にコミットしていることになる。

そこで各主体には、自身がコミットしている場の

集合を参照するビューが有用 となる。これを

Teadnsembleで はタスクー覧と呼んでいる。場は
タスクと対応するので、タスクー覧は各主体がコ

ミットしているタスクの集合ということであり、

つまりそれは主体にとってはToDoリ ストであると

解釈することができるものである。Teadnsemble
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魯

図 3-2場 と主体

ではこのリス トはタスク・

リストになっている。

レースヘのリンク

4。 bamEnsembleの ユーザインタフェース

まず TettlEnsembleに おけるタスク、ワークプロ

セス、関与者の関係のデータ構造と、それぞれの

ビューであるタスク・プレース、タスク構造表示

画面、タスクー覧画面、期間スケジュール画面、

タスク・レポート画面の関係を図 4-1に 示す。タ
スク 0プ レース、タスクー覧および左の期間スケ
ジュール画面からの細線の矢印はそのビューの視

点がどこにあるのかを示している。タスク・プレー

スには一つのタスクの関与者 (太い点線 )、 コンテ

ンツヘのポインタ(細い実線 )、 親子関係にある別
のタスク・プレースヘのリンク(太い実線)の情報

が表示される。細線の両矢印は上位・下位が相対

的なものであることを示している。タスクー覧に

は、逆に各個人毎に関与しているタスクヘのリン

ク(太い点線)が表示される。タスク構造表示には

視点の線が描かれていないが、視点はこの図を見

る場合と同じ全体を俯厳する位置にあり、タスク

の間の親子関係 (太い実線)が表示される。

以下では、これらのビューと主な他の機能につい

て述べる。

タスク。ブレース

タスク・プレースはそのタスクのコミットメント

に関する情報を表示するとともに、情報共有のた

めの共有フォルダおよび電子掲示板の機能を提供

するものである。左のフレームにはタスク名や関

与者の氏名、締め切り日時、状態などの情報が表

示される。また、親子関係を有するタスクのタス

ク・プレースヘのリンク・リストが表示され、こ

のリンクを辿ることでワークプロセスの構造を辿

ることが可能である。右のフレームはコンテンツ

のリス トであると共にその格納のためのインタ

フェースである。ここは関連するメッセージや外

部の 駅Lを書き込んだり、電子文書などのフアイ
ルを格納したりすることができる。タスク・プレー

ス内のコンテンツに関しては、遂行者、報告先、

写し先、それらの関与者以外の区別に対してそれ

ぞれアクセス権を設定することが可能である。

タスク構造表示画面

タスク構造表示画面ではタスク構造は基本的に

木構造で表示される。各ノードはタスクであり、

タスク名と色による状態の表示が行われる。上下

の配置は親子関係にある事を示している。親が複

数ある場合は複数の親が下のタグに表示され、各

タグをクリックする事で、その親から下の構造が

木構造として表示される。また、構造にループが

ある場合はフローチャー ト図のように丸で囲まれ

た数字によるラベルが付けられ、ループ関係があ

ることがわかるようになっている。
ノードをクリックすると、そのタスクのタスク・

プレースが表示される。また、ノード上で右クリッ

クした場合は、メニューが表示される。メニュー

においては、そのノードが示すタスクを中心とす

る周辺構造の描き直し、上位および下位の新規タ

スクの作成、関係の編集などが指示できる。

期間スヶジュール画面

期間スケジュール画面はタスクのスケジュール

をガント・チャー ト風に表示する。表示するタス

クの集合が主体毎の関与しているタスクー覧と一

致するものと、ワークプロセスとしての関連のあ

るタスク構造表示と一致するものの二通りが用意

されている。この期間スケジュールの各タスクの

リンクをクリックすれば、そのタスク・プレース

ヘ移動することができる。

タスク・ レポー ト

タスク・レポートは指定したタスク配下のワーク

プロセスに関する抜粋を 1ページの Webページで

表示するものである。ワークプロセスのタスク構

造に一致する構造を章立てとして持ち、各タス

ク・プレースヘのリンクや各タスクにおける成果

文書ファイルヘのリンクを含んでいる。

タスク作成
タスク・ブレースはエンドユーザの誰もが生成で

きる。タスク作成のための Webページでタスクの

名前を入力し、関与者をメニューで選択 し、遂行

者、報告先、写し先に割り当てる。あとは締切日

時等をメニューから設定し、作成ボタンを押すだ

けでよい。この操作により、新たなタスク・プレー

スが作成される。

検索

検索は、全てのタスク、メッセージ、文書ファイ

ル、関与者情報を対象にして、あるキーワードを

含むなどの条件を満たすものを探索するための機

能である。検索結果として、対象情報とともに対

応するタスク・プレースヘのリンクが得られるの

で、それぞれのワークプロセス上のコンテクス ト

も同時に知ることができる。

メール通知

Teattnsembleは SrPメ ールによる自動通知機能
を持つ。具体的には、この機能により自分が関与
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するタスクが新たに発生した場合、関与するタス

ク・プレースで状態が変化した場合、メッセージ

が書き込まれた場合などにメールでもその通知を

受け取ることが可能である。このメールには該当

するタスク・プレースの 駅Lが含まれており、こ
れをクリックすることで簡単にタスク・プレース

を開くことができる。これはちょうどメーリン

グ 0リ ストのように機能する。

5.ど のように使われているか
Teattnsembleの前身であるWorkEnsembleは 、当社

内での実業務に利用されている。その中で最大の

ものは、約1,600名 が参加する社内プロセス改革プ

ロジェクトである。このプロジェクトはいわゆる

ボトムアップ・タスク・フオースであり、ポトム

アップ的に提案されたテーマ毎に組織を横断して

170程度のチームが組まれて並列に活動している。

本プロジェクトの特徴は、テーマの分離・融合が

頻繁に行われること、メンバの変更が頻繁に行わ

れることにある。このような動的にタスク形態が

変動するプロジェクト活動に対して、本システム

は、地域的に散在するメンバ間の情報交換、情報
へのアクセス権の動的変更要求に対する柔軟な対

応を提供している。

特にこのアクセス権の問題への柔軟性は重要で

ある。一般にアクセス権は組織の単位で設定され

ることが多いが、組織の単位はある活動の関与者

と必ずしも一致しない。また、アクセス権は内容

による分類とも一致しない。TeamEnsembleで はど

の活動において誰に対して発信すべきなのかとい

うことさえわかっていれば、格納すべき場所は決

まる。そしてアクセス権もこの単位で行えること

にも利点がある。このことから一般の共有フォル

ダに比べて運用上の混乱がかなり解消された。

6。 まとめ

本論文では、日本型プロセス志向の経営をモデル

化した「場のマネジメント」に基づくとともに、

主体の場へのコミットメント、場の対外的な(他の

場への)コ ミットメントのネットヮークをマネジ

メントの対象とするシステムTettEnsembleを 提案

した。

場に対応するタスクを基本構成素とし、タスクに

対応するタスク・プレースと呼ぶ情報共有のため

のコミュニケーション場を提供するとともにコ

ミットメントのネットヮークをタスクとその関与

者、タスク間の親子関係として管理する情報シス

テムTeattnsettleを 実現した。

場の情報的相互作用を活性化すると同時に場の

マ ネジメ ン トを行 う情 報 シス テ ム と して

Teadnsembleは有効に機能することを確認した。

ただし、ここに示したほとんどのことが日本的経

営に特有ではないことは例えば文献 [15]等で確認

することができる。しかしその一方、やはり欧米

の経営やッールは「タスクは設計的に与えられる

もの で あ る」 とい う前 提 を持 っ て お り、

Teadnsembleの 特徴の一つでもある自律的あるい

は創発的な場の存在に対する積極的な支援につい

てはほとんど思いが至っていないことも明らかな

傾向としてあるようである。

7.今後の課題
TeamEnsembleは アジェンダや解釈コー ドを共有

しているあるいは共有する過程であるタスク毎に

コンテンツ (メ ッセージ)を格納する情報キャリア

である。また同時にタスク間の関係などのワーク

プロセス上の文脈 (コ ンテクス ト)情報 も蓄積 され

るものである。このことから、業務分析や創発行

為に貢献可能なピューを提供できる可能性は大 き

い。このような例えばリフレクション[16]を 促す

ような様々なピューを今後は充実させていきたい。
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